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第 21 回 第５分科会会議録（概要）
場  所 新宿区役所第一分庁舎 

７階研修室 

記録者 【学生補助員】 

久保田・佐々木 

日  時 平成 18 年 4 月 25 日  

午後 7時 00 分～午後 9時 25 分 

責任者 区事務局（松浦・池田） 

会議出席者：１９名 傍聴者：１名 

（区民委員：14 名 学識委員：2名 区職員：3名 ） 

■配付資料 

①第２０回会議録 

②提言のまとめ（案） 

③提言までの流れ 

④提言書フォーマット 

⑤５月・６月の日程のお知らせ 

⑥第３回編集部会まとめ 

⑦第１回提言ワーキンググループまとめ 

 

■進行内容 

１ はじめに 

２ リーダーからの報告 

３ 学識委員より 

４ 項目のまとめ、整理 

５ 役割分担 

６ 事務連絡 

 

■会議内容 

【発言者】●：区民委員、◎：学識委員、○：区職員 

 

１ はじめに 

 

〇： 配付資料の確認（７点） 

配付資料②「提言のまとめ（案）」は、表面は前回の会議で話し合われた項目のまと

めで、裏面は４月１４日の編集部会で、各分科会の中項目・小項目を持ち寄り整理

し、第５分科会が担当する項目をまとめたものです。後ほど説明します。配付資料

③「提言までの流れ」は、６月２５日の区長への提言までの作業日程です。配付資

料④「提言書フォーマット」は各分科会で共通したものです。それぞれ中項目に「将

来のあるべき姿」、「現状の課題」、小項目に「取組みの方向性」を書いていただきま
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す。配付資料⑦「第１回提言ワーキングのまとめ」は、４月１８日の提言ワーキン

ググループの報告です。６月２５日に早稲田大学井深大記念ホールで区長への提言

のおおまかな内容が決まりました。配付資料⑥「第３回編集部会まとめ」は、編集

部会で話し合った各分科会の中項目を整理したものです。今回は中間発表とは違い、

第１～第６の分科会がそれぞれ提言を出すのではなく、新宿区民会議としてひとつ

の提言とします。 

本日の進め方ですが、この後、報告事項、項目のまとめと整理を行い、最後にまと

めに向けての役割分担を決めていきたいと思います。 

 

２ リーダー報告 

 

〇： 項目のまとめに戻ります。前回の分科会で、中項目・小項目のまとめ、整理につい

ての話し合いと皆さんの意見をもとにリーダーと事務局で最終整理を行い、編集部

会へ提出しました。編集部会の内容は、橋本先生から報告お願いします。 

 

３ 学識委員より 

 

◎： ４月１４日の編集部会において、学識委員と各分科会のリーダーが、中項目を中心

に整理しました。第５分科会は第３分科会との間で、文化と観光の部分の調整があ

ること等を話し合いました。簡単に経緯を話しますが、第１～第６分科会を並列に

やっていくということでは提案書として１つのまとまりがなくなってしまう恐れが

あるので、一つの提言にすることになりました。第３分科会の項目をもとに整理し、

重複しているもの等は調整していきます。仮の大項目の１と３のところに第５分科

会が議論してきた内容が入ってくるということになります。私見となるかもしれま

せんが、第５分科会の提言の中で、一番注目されるべき点は、情報発信をどういう

形で提言書の中に入れるか、そして産業の問題をどう繰り込んでいくのか。観光は

第３分科会も関連していますが、第５分科会らしく進めていけるかと思います。な

お、関連している部分は他の分科会との調整が必要となってきます。全体としては

意見が対立するのではなく、仮の大項目を４つとして、ひとつの提言書にまとめて

いくように、編集が進んでいます。執筆者にもこうした流れを理解してもらうこと

が必要です。また 1つ問題は、締め切りが決まっている中で、全体としては第５分

科会で話し合われてきたことは、提言書の中に反映されるようなイメージとしてと

らえることはできるのかなと思いました。皆さんが話し合われてきた内容、「産業、

文化・観光」を、提言書の中に、ソウトウエアとして入れていくことになります。

しかし、むしろ土台があるという中で、それが執筆に際して当たり障りのないこと

と認識していますので、その中で書き上げることが重要なポイントだと思っていま
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す。 

○： ありがとうございました。一部補足させていただきます。４月１４日の編集部会案

を見てください。網かけの「文化を身近に感じるまち」などの部分は第５分科会か

ら出した中項目です。編集部会で、内容が近いものは１つのくくりにして整理しま

した。例えば、第５分科会から文化について、３つの中項目が出ていたのですが、

それを 1つにしましたので、本日、新しい中項目のタイトルを考えてください。ま

た、第３分科会の「文化・歴史を都市の軸にする」も合体し、第５分科会で一緒に

書くことになっています。この部分について、原稿を第３分科会からいただきます。

同じように「道草のしたくなるような楽しいまち」は観光の部分ですが、第３分科

会も「ぶらり新宿」でハード面から観光を考えているので、原稿をもらい第５分科

会で主に執筆します。また、「区民どうしのふれあい、絆を大切にするくらし」の中

身は協働、参画と、第６分科会が主に執筆しますので、第５分科会で検討している

部分の原稿を提出します。これらは編集部会を通して、調整していきます。本日の

作業は、一つにした中項目に新しいタイトルをつけることと、小項目の再確認と整

理です。また、中項目ごとに「将来のあるべき姿」、「現状と課題」を書いていただ

くので、中心となって執筆する方を決めさせていただきたいと思います。なるべく

一人の方に負担をかけるのではなく、みんなで役割分担していきたいと思っていま

す。次回の分科会までにある程度原稿を書いていただきますが、途中で仮の締め切

りを設けて、学識の先生にアドバイスを入れていただきたいと思います。 

また、６月２５日の区長への提言について、おおまかな内容が決まりました。代表

者が提言書の大項目ごとに説明し、その後、区長に提言書を渡します。当日は、中

間発表会同様に皆さんにもお手伝いいただきます。またワーキンググループで、提

言書を区長に渡す時に、これからも継続して見守り、皆さんの提言が形になるよう

に宣言したらどうかという意見がありました。分科会ごとに決めて、ワーキンググ

ループへ持ち帰ります。サブリーダーの方、補足お願いします。 

●： 第６分科会の提言の中に、そういう提案は入りますが、後に続くという意思を会場

の方も区民も一緒になって提言を理解し、行政だけではなく区民も自覚するための

宣言をしましょうという発案が出ました。それぞれの分科会で皆さんの意見を聞く

ということになりました。よろしくお願いします。 

○： 提言を渡す際に宣言をすることに反対な方はいますか。（なし） 

第５分科会としては宣言するということで次回の編集部会に報告します。 

 

４ 項目のまとめ、整理 

 

○： それでは中項目の最終確認をお願いします。配付資料②「項目のまとめ（案）」と配

付資料⑥「第３会編集部会まとめ」を合わせて見てください。では、中項目・小項
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目のまとめ、整理をお願いします。 

 

   （全員で検討、討議） 

 

●： 仮の４つの大項目のイメージするものがわかりにくい。 

◎： 他の分科会も躊躇している部分だと思います。一つのポイントとしては、まちづく

り、景観づくりというところが実はハードウエアだけではもはや問題解決しないと

いう意識もあります。どうまとめるか。共有したいのはまちづくりが全体のベース

になっている。その中でソウトウエアとして文化、観光、産業をどう入れるか。限

られた時間の中で第５分科会らしさ、ソウトウエア的なものをどう出していくか、

みなさんの知恵を拝借したいと思います。 

○： 大項目のタイトルですが、あえて未定としてあります。参考として仮のタイトルは

1「土地の記憶の再生と創造」イメージは文化、歴史、みどり、景観等です。２「く

らしを守り、いのちを育てる」イメージは住環境、防災、公園等です。３「楽しも

う新宿」イメージは道路、交通、賑わい等です。４「われらの新宿」イメージは協

働、参加の新しい仕組みづくり、自治、コミュニティ等です。そのイメージに沿っ

て、編集部会でおおまかに中項目を整理しました。観光の部分の中項目「道草のし

たくなる楽しいまち」で、第３分科会と重なる部分があり、先日、意見交換が行わ

れました。 

●： ４月２０日の第３分科会に出席して、意見交換をしました。内容的にはそんなに重

複していないという意見がありました。第３分科会としても、意見が反映されれば

第５分科会の具体的提案はそのままでいいのではないかという意見が大半でした。

○： 第３分科会で考えている「ぶらり新宿」については、原稿をもらい、第５分科会で、

中項目・小項目を書いていきます。 

●： 小項目はどれくらいですか。 

○： 中項目にぶらさがる小項目として６～８つぐらいですが、１０つぐらいまでいいの

ではないかという話も出ています。小項目についてはフォーマットに基づいて、５

Ｗ１Ｈの形で書いていただきます。 

◎： 私は新宿というのは先端だけではないと思うのですが。先端と末端があると思うの

です。 

●： 末端があったほうが観光としては面白い。事例としてはあいまいですけどニュアン

スが面白い。 

◎： 新宿は土地的アドバンテージが常にある。なぜかというと人が集まっているから。

どこの地域でも産業を盛り上げていこうだとか。新宿でないと最先端の産業は思い

つかない。そういう顔がある。新宿は染物、織物、昔ながらの伝統産業もありなが

ら新しい産業もあるところが面白いと思います。逆にまとめるのが難しいことにな
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ると思います。 

●： 情報については、骨太のテーマで、全部に伝わっているというのは入れなければい

けないと思います。 

●： 図書館を含んだ情報発信だとか、情報発信とかネットワークがあっていろんなとこ

ろが楽しめるとか。 

◎： 内容的には、「知のネットワーク」なのですよね。それは図書館という形をとる。そ

れを担うのは人だということになります。 

●： 協働というよりふれあいですよね。 

○： では、第５分科会として、５つの中項目が決まりました。 

 

５ 役割分担 

 

○： 中項目については、どなたかが中心となって書いていただき、小項目については、

ある程度、皆さんで分担したほうがいいかと思うのですが。５つの中項目ごとにグ

ループ分けして、役割分担を決めたいと思います。 

 

（中項目ごとに執筆グループを編成） 

 

○： 配付資料③「提言までの流れ」を見てください。このスケジュールにあわせていく

と、提言書の印刷原稿の締め切りが６月９日なのでそれから逆算します。ここに間

に合わせるためには、次回の分科会（５月８日）で原稿を全員に検討していただき、

編集部会に提出しなくてはいけません。難しい部分もあると思いますので、一度、

事務局に送っていただければ、学識の先生方に転送しアドバイスをいただき、皆さ

んに送り返します。必要に応じて手直ししていただいて、次回の分科会の前までに

事務局に提出して下さい。 

◎： 次回の分科会が５月８日にありますが、それまでに文章も見てもらわないと不安だ

という方は、事前に一度、提出して下さい。 

●： 項目ごとに何字くらいになりますか。 

○： 配付資料④「提言書フォーマット」が各分科会の共通のフォーマットです。小項目

については、「取組みの方向性」を５Ｗ１Ｈを用いて、１０行程度で簡潔に表現して

下さい。中項目は、「将来のあるべき姿」、「現状と課題」をＡ４用紙（４０文字×３

５行）それぞれ１枚になります。題名は１６ポイント。文字は１２ポイントです。

書いていただく方にはフォーマットをメールで送ります。５月２日までに提出して

下さい。途中段階でも構いませんので、一度、先生にアドバイスをいただいて、皆

さんにお返ししますので、原稿素案を５月７日までに事務局へ提出していただきた

いと思います。それぞれの中項目のグループで小項目を相談していただく必要があ
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ります。事務局はグループのリーダーに連絡していていく形でよろしいでしょうか。

分科会終了後にグループメンバー間で連絡をとれる形にして下さい。 

確認ですが、原稿素案は次回の分科会前までに各リーダーを通じて事務局へ提出し

て下さい。次回の分科会で検討していただきます。 

 

 

７ 事務連絡 

 

＊次回の分科会 

   ・５月８日（月）午後７時～午後９時 新宿区役所第一分庁舎７階研修室 

 

 

以上

 

 


